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　新型コロナウイルス感染拡大で私たちの生活が様
変わりしてから，すでに一年が経過した。振り返っ
てみると，私自身，昨年 4 月以来，京都市からは
一歩も出ておらず，外食も一時的に感染症が落ち着
いていた時期に数人で数回行った程度である。同僚
や友人など周囲の人たちをみていると，新しい生活
に楽々と適応していく人と，なかなかそれが難しい
人で，大きく分かれている。ドパミン神経の加齢に
よる減少とも関係するのだろうけれども，このあた
りは，若い人ほど柔軟である。本学会の若手の会員
から「むしろ時間がたくさんあって研究に集中でき
ます。論文も何本か書き上げました」といった話を
聞いたこともある。そこまでうまく状況に適応でき
ずに，もたもたしている私からすると羨ましい話で
ある。
　対面での学会や研究会など以前であれば普通に
あったものが今やなくなってしまったが，私が感じ
る大きな変化は，宴会や懇親会など雑談の場がなく
なったことである。こうした場は，仕事や人間関係
のストレスを吐き出す，あるいは，相談する機会で
もある。こうした場がなくては若手の人にはきつく
ないだろうか，と心配していたのであるが，皆が皆
というわけではないが，多くの若手は，意外に困っ
ている様子もなさそうである。そもそも，人と人が
接する機会が減っている。そのため，これまでであ
れば宴会や懇親会の場でアルコールの力も借りなが
ら愚痴を言いあうことで解消してきた，ウエットな
対人ストレス自体が減っているようにもみえる。そ
う考えてみると，これまで，仕事の潤滑油だ，とか
何とか言って私たちが合理化してきた宴会や懇親会
などは，実は不要なものだったのでは，という気さ
えしてくる。
　実のところ不要であるが必要であるという幻想の
もとに継続していただけ，というのであれば，それ
はすなわちアディクションということになる。宴会
や懇親会が存在しない生活になって，いくばくかの
物足りなさや寂しさを感じている自分は，単に，ア
ルコールへのアディクションということだったのか
な，と思ったりする。いや，ノンアルコールの会で

も宴会や懇親会はあったほうがよいな，と思う自分
自身を考えると，アルコールへのアディクションと
いうのは正確な表現ではない。こうした私の状態は，
アルコールに対してではなく，むしろ，宴会や懇親
会そのものへのアディクションなのであり，今の寂
しさは，人と雑談する機会を失ったことへの離脱症
状，フェイストゥフェイスで他愛もない話をだらだ
らと続けることへの渇望，と表現すべきなのであろ
う。宴会や懇親会がなくなった時間を，家で読書を
するなりゲームをするなり，酒が飲みたいのであれ
ば独りでだまって飲むなり，代替の行動で紛らわせ
ようとしても，なかなか自分のライフスタイルを切
り替えることができない。現時点で自分がアディク
ションを起こしていない読書やゲームには，すぐに
飽きてしまうのである。
　そう考えると，オンライン飲み会なるものの人気
がないのも納得がいく。宴会や懇親会などのリアル
な対人交流にアディクションが成立している人は，
こうした疑似的なものは，アルコール依存症の人に
とってのノンアルコールビールと同じことで，少し
も満足することはない。一方で，そもそもアディク
ションが成立していない人にとっては，下戸がノン
アルコールビールを飲まないのと同じことで，オン
ライン飲み会など初めから不要なのである。
　コロナ以前の時代には，生の対人交流はよいこと，
賞賛されることであった。一方で，今や，対人交流
を減らすことこそが，よいことであり賞賛されるこ
とである。コロナ以前には，みせかけの対人交流で
あるネット上のコミュニケーションは，オンライン・
アディクションというネガティブなラベルを貼られ
ていた。今は，逆である。緊急事態宣言の最中でも，
居酒屋で肩を並べてちびちびとやっている私と同世
代ぐらいの人を多く見かける。飲みたいんだったら，
家に帰って飲んだらいいのに，と，厳しい行動制限
の下で禁欲的な生活を続けている医療関係者の一人
としては，少しばかり腹立たしい気持ちになる。し
かし，そうか，この人たちはオフライン・アディク
ションなんだな，と考えると，しっくりくる。
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